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第1章 調査研究の背景と目的 

1． 背景 

「健康保険法等の一部を改正する法律（平成 14 年法律第 102 号）」の附則に基づいて、

平成 15 年 3 月に「健康保険法等の一部を改正する法律附則第 2 条第 2 項の規定に基づく

基本方針（医療保険制度体系及び診療報酬体系に関する基本方針について）」が策定され

た。ここでは、診療報酬体系の見直しの方向性として「医療機関のコスト等の適切な反映」

が示された。具体的には、「入院医療について必要な人員配置を確保しつつ、医療機関の

運営や施設に関するコスト等に関する調査・分析を進めるとともに、医療機関等の機能の

適正な評価を進める」とされた。 

この方針を踏まえ、中央社会保険医療協議会 診療報酬調査専門組織 医療機関のコス

ト調査分科会は、平成 15 年度より厚生労働省保険局医療課委託事業として財団法人医療

経済研究・社会保険福祉協会 医療経済研究機構が着手していた「医療機関の部門別収支

に関する調査研究」（以下「部門別調査研究」という。）を継続することとした。これを受

けて平成 15 年度以降、統一的な医療機関の収支把握のための研究が進められることとな

った。平成 18 年度までの経緯は下図表のとおりである。 

 

図表 1-1-1 調査研究年度ごとの概要 

年度 調査研究概要 

H15 

・医療機関の診療科部門別収支を把握するための統一的手法開発を目的に、複数の医療

機関を対象に「一般原価調査」（収支データ等を収集し、階梯式配賦を行い、入院、外

来、診療科別の収支計算を行う。）を試行し、レセプトデータ等を用いた統一的原価計

算手法の整理とその課題の把握を行った。 

H16 

・統一的な計算方法の確立と、データ収集を通じて診療報酬改定が病院経営に与える影

響を測定するための分析手法の確立・基盤作りを目的とした。 
・具体的には、1）対象病院数を拡大した上で、精度の高い診療科部門別収支計算を行う

ための手法を比較する「一般原価調査」とともに、2）手術、検査及び画像診断部門に

計上・配賦された費用を入院、外来部門の診療科に階梯配賦する係数を得るための「特

殊原価調査」を実施した。 

H17 

・多くの病院からのデータ収集を可能とするために平成 16 年度の分析手法を調整するこ

とを目的とした。 
・具体的には、1）一般原価調査は、①精度を維持した簡略化、②医師勤務に関する調査

手法の比較、2）特殊原価調査では、医療機器に関する設備関係費の調査を行った。ま

た、3）分析として、標準的等価係数の作成及び他手法との比較を行った。さらに、情

報の活用として、診療科部門別収支計算結果の施設間比較分析を行った。 

H18 

・平成 17 年度までの計算手法について、対象病院数を拡大してその手法の汎用性を検証

することとした。 
・具体的には、1）一般原価調査を 100 病院に対して実施し、①病院における対応可能性、

②同一診療科の収支計算結果の特徴、③本手法の計算結果の妥当性 等を検証し、本

手法の実用に向けての検討を実施した。 
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2． 目的 

病院の診療科別経営実態を捉えるための診療科部門別収支計算方法を開発し、この計算

方法によって診療科別経営実態を把握することにより、診療報酬改定にあたっての政策立

案に資する基礎資料を整備することを目的とする。 

平成 19 年度調査では、平成 18 年度調査研究の成果を踏まえ、①調査対象施設のデータ

提供における負荷低減の工夫、②病院間の適切な診療科部門別収支の比較が可能となるよ

うな診療科の区分、③調査結果の活用方法、の検討に重点をおいて一般原価調査を実施す

る。また、手術・画像診断等の費用を診療科に割り振る際に使用する等価係数を作成する

ための「特殊原価調査」についても、実用に向けた課題の検討を行う。 

 

3． 実施体制 

調査研究の実施にあたっては、調査委員会を設け調査内容の検討を行った。また、平成

19 年度は「特殊原価調査」に関する作業委員会（ワーキンググループ）を設置し、「特殊

原価調査」の課題について集中的に検討を行った。 

 

図表 1-3-1 調査委員会・作業委員会 委員一覧 

（五十音順、敬称略、平成 19 年 10 月 1 日現在） 
委員氏名 所属 

※荒井 耕 大阪市立大学大学院 経営学研究科 准教授 

○池上 直己 慶應義塾大学医学部 医療政策・管理学教室 教授 

※池田 俊也 国際医療福祉大学 薬学部 薬学科 教授 

猪口 雄二 医療法人財団 寿康会病院 理事長・院長 

加藤 收 佐賀社会保険病院 病院長 

佐藤 眞杉 医療法人美杉会 佐藤病院 理事長 

高木 安雄 慶應義塾大学大学院 健康マネジメント研究科 教授 

日野 頌三 特定医療法人頌徳会 理事長 

平川 淳一 医療法人社団光生会 平川病院 院長 

松田 晋哉 産業医科大学 医学部 公衆衛生学教室 教授 

※山口 俊晴 財団法人癌研究会有明病院 消化器センター長・消化器外科部長 

渡辺 明良 財団法人聖路加国際病院 事業管理部経営企画室 マネジャー 

〈注〉 

・調査委員会委員は上記 12 名 

・○は、委員長 

・※は、「特殊原価調査 作業委員会」委員を兼ねる 
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第2章 調査研究の方法 

1． 調査対象病院の選定 

平成 19 年度は、本調査の実用に向けての全般的な検討を行うために、「一般原価調査」

「特殊原価調査」「アンケート・ヒアリング調査」の 3 つの調査を実施した。 

（１） 一般原価調査 

調査対象病院の選定にあたっては、 

「レセプトデータもしくは Eファイルの磁気媒体での提供が可能な病院で、かつ病床種

類が主に一般病床で構成される病院」を対象とした。平成 18 年度調査を踏まえた調査票

等の改善の影響を評価するために、このうちの 50％程度は平成 18 年度の調査対象病院に

再度調査を依頼することとし、それ以外の病院については病床規模・開設主体により層化

抽出を行い、一般原価調査への協力を依頼した。 

 

（２） 特殊原価調査 

平成 19 年度の特殊原価調査は、特に「手術」に関する等価係数作成の課題の検討に重

点をおいて実施した。一般原価調査の調査対象病院から、手術の実施パターン数が多いと

見込まれる病院を中心に、さらに一部診療科数の比較的少ない病院もあわせて、特殊原価

調査への協力を依頼した。 

 

（３） アンケート・ヒアリング調査 

本調査の継続的な実施のために、病院にとっての作業負荷や調査協力のメリット、さら

に病院における診療科部門別収支の算定やその利活用状況を聴取し、本調査の利活用・発

展の可能性を検討する必要がある。そのために、調査対象病院に対して病院での診療科部

門別収支計算の実施状況、利活用の状況等につきアンケート調査を実施する同時に、その

中で収支把握を実施している数病院に対してヒアリング調査への協力を依頼した。 

 


